
































































I.出血性ショック死した妊産婦症例の現状:

 今回の聞取り調査が終了した平成 3 年と平成 4 年の妊産婦死亡 197 例のうち、出血性シ

ョックがその死因と判定されたのは 74例(37.6%)であった。そのうち、子宮外妊娠破裂な

ど妊娠初期または中期の例で分娩まで到らずに死亡したのは 12 例(以下、A 群と略す)で

あり、妊娠後期・分娩期・分娩終了後など分娩終了後に死亡したのは 62 例(以下 B群と略

す)であった。この A 群、B 群につき、聞取り調査結果を以下 1～13 の各項目に関しまと

めるとともに、臨床経過からみての症例のパターン分類を試みた。


